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大気構造が夜間の 鳥の 飛 び 立 ちと飛行高度 に 及ぼす影響（1）
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1．はじめに ： 渡り鳥は，追い風の 日を選 んで渡るな

ど，エ ネル ギーの 消耗を避けて 長距離の 渡りの 危険を

避けて い る。しかし今まで の 研 究で は ， 地上の 気象情

報を主 に利用 しており， 実際に鳥が 渡 っ て い る高さの

気象情報に っ い て は 必ずしも明らかで なく、鳥の 飛行

高度の 予測式は未完成で ある（Shamoun −Baranes　et

a1．
，
2006）。そこで本研究で は、低温研の ドップラーラ

イダーと船舶 レ
ーダー（バ ードリサーチ社所 有）に映る

渡り鳥の 移動状況を比較することにより， 渡り鳥が移動

して いる実際の 場所の 気象条件を明らか にし、 鳥の 飛

行高度の 予測を行うことを目的とした。鳥の 飛行高度

を予 測 することの 意 味は 、 生態 学 的興味 以外に 、風

車に 鳥がぶ っ か る問題、さらに、飛行機 と鳥との 衝 突

など， 渡り鳥がルートと高度を選択する条件を明らか に

することで ，
バ ードストライクの 危険を軽減するための

対策の 立案にも貢献できると考えて い る。

遡 方法： 鳥の 観測には、船舶レーダーを用い

た 。 理 由は 、渡り鳥には 、昼 間移動するもの と夜間移

動するものがあるが 、 ここでの対 象は夜間 に移動 する

鳥であるの で 、 目視観測ができない ためである 。 水 平

方向に移動する様子をとらえる場合には 、ア ンテナを

水平 に回転 する 。 今 回は飛行高 度を観測したい ので、

アン テナを横 に寝せ て 、 鉛直方向に回転 させ た 。 鳥

の 飛行高度 と個 体数、飛行方向を、レーダー画像上

で 目視観測し、観測した時 間と共に記 録した 。 レ
ーダ

ーの 方位は 、 南 東 （陸側 ）から北西 （海側 ）に向けた 。

特に注 目したの は 、 （1）鳥がたくさん渡る時間帯とそう

でない 時間帯で 気流の 状況 に違いがあるか。（2）気

流の 安定して い る， あるい は追い 風になっ て い るところ

を鳥が利用しているか 、の 2点で ある 。

豐 ： 観測は、2007年 4 月 23 日か ら26 日

の夜間から朝方にかけて行 っ た 。

こ こでは 、 ドップラーライダーとの

同時観測に成功した、4 月 25 日

20 時〜4 月 26日 4時 まで の 観測

事例 を紹介 する 。 図 1に 、 風 向と

風速 、 お よび鳥の 数密度の 鉛直

分布の時間変化をまとめた 。 鳥の

数に つ い ては、1時間 、 高度 2GO
m ごとに積算した 。 風速の 鉛直プ

ロ ファ イル は、20時から4時 に、30

分毎にドッ プラーライダーで VAD

法を用い て作成した。

　　25 日 20 時に は、高 度約

soem 以上では比較 的強い 南西

風であり、それ以下の高度では風

が弱い 状態であっ た。以後、南西

風域の 高度は下がり、 26 日 3 時半頃には地表付近に

まで達した 。 鳥が多数飛んでい た高度は 、比較的強い

南西風が吹い て い た領域で、南西風域の 高度が下が

っ てくるにつ れ 、 鳥が多い 高度も下が っ てきた 。 以上の

結果か ら、鳥の 飛び立ちと飛行高度に関して、以下 の

ような仮説を立てることができる 。

》　　　 午後内陸に侵入 した海風 （北西風 ）が夜に

な っ て海の 方に後退 し、平野部の 陸風 （南東 風）領域

が 次第に 広がる 。 南東風 に乗れば、北または 北西 へ

向かう春の 渡り鳥としては利点が 大きい 。南西 風 が吹

い てきた時点 （場所）で渡り鳥の 飛び立ちが始まり、風

向が 都合よくな っ た時 点ごとに少しずつ 飛び立 ちの 場

所も陸から海側 に移動して い く。より内陸に い る鳥が時

間 的に先に飛び立 ち、海岸 近くに住 む鳥が後発隊と

なる。 もともと、陸風 は夜半から朝方に か けて 吹くの で 、

陸か ら海に 向か っ て夜間に 飛びたい 鳥にとっ ては 、あ

つ らえむきの 風 （局地循環 ）である。北へ 向かう鳥は、

海風前線の上空の風速が速くかっ 南西の 追い 風が吹

い てい る高度を飛んでい る。

4．まとめ ：今回の 予備調査では 、夜 間の 渡り鳥の 飛

行高度の 時間変化と、上空の 強風 軸の 時間変化とが

見事に
一致した。この 強風 軸は昼 に侵入した海 風の

上 空を乗り上 げる陸風によるもの と考えて い る。しかし、

まだ 1 事例しか得られておらず、今後より多くの 事例を

積み重ねる予定である。　 謝辞 ：黒沢令 子 （北大低

温研 生物多様性分野）博士 に は 、 観測 や研究打ち合

わせ に協力して い ただきました 。 記して感謝致します。
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